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１
日
目
（
１
月
19
日
）

・
認
知
症
の
介
護
の
理
念
に
つ
い
て

柳
下
幸
子
氏
（
ゆ
あ
ー
ず
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

  

セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役
）

要
点
：
理
念
に
基
づ
い
た
ケ
ア
と
は
何
か
？

視
点
を
変
え
る
だ
け
で
違
っ
て
く
る
。
そ
の
視

点
を
有
効
に
活
か
し
、
自
分
達
の
理
念
を
き
ち

ん
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
。
で
き
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
人
の

立
場
に
た
っ
て
色
々
な
こ
と
を
情
報
共
有
し
実

践
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
へ
と
つ
な
げ
る
仕
組
み
が

大
事
で
あ
る
。

２
日
目
（
１
月
20
日
）

・
生
活
の
質
の
保
障
と
リ
ス
ク
マ
ネ

　

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

高
田
朱
美
氏
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
水
車
の
里

　

ホ
ー
ム
長
）

要
点
：
認
知
症
の
人
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
考
え
る
際
に
は
、
認
知
症
の
中
核
症
状
が

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

へ
の
理
解
が
大
前
提
と
な
る
。
そ
の
上
で
「
リ

ス
ク
対
策
を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
リ
ス

ク
を
回
避
す
る
＝
生
活
行
為
を
制
御
す
る
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
メ
ン
バ
ー
個
々
の
安
全

意
識
を
高
め
、
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
し
実
践

し
て
い
く
取
り
組
み
こ
そ
が
認
知
症
の
人
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

・
認
知
症
の
医
学
的
理
解

小
島
進
氏
（
赤
枝
病
院　

副
院
長
）

要
点
：
認
知
症
と
い
う
の
は
状
態
名
で
あ
り

脳
の
病
気
で
あ
る
。
認
知
症
の
症
状
や
背
景
に

あ
る
疾
患
を
知
り
、
根
拠
に
基
づ
い
た
理
解
を

す
る
こ
と
が
B
P
S
D
の
効
果
的
な
対
策
に

つ
な
が
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
危
険
因
子
は

脳
卒
中
の
危
険
因
子
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
脳

卒
中
の
危
険
因
子
で
あ
る
喫
煙
や
肥
満
に
留
意

し
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、、
高
脂
血
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
認
知
症
の
心
理
的
理
解
、
生
活
の

　

捉
え
方

帆
苅
薫
氏
（
横
浜
市
鴨
志
田
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

　

所
長
）

要
点
：
認
知
症
者
の
言
動
は
、
病
気
に
よ
る

影
響
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
の
本
来
持
っ
て
い

１日目のグループワーク
講師の指導を受けて結果を報告する受講者

る
危
機
管
理
能
力
や
処
世
術
な
ど
を
フ
ル
回
転
さ

せ
、
今
の
状
況
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
引

き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
介
護
者
は
、
認
知
症
者
が

中
核
症
状
が
あ
る
た
め
に
、
自
身
の
今
の
状
況
を

他
者
に
思
う
よ
う
に
伝
え
ら
れ
な
い
困
難
さ
を
理

解
し
、
認
知
症
者
本
人
の
心
の
動
き
を
知
る
こ
と

が
、
心
理
的
理
解
の
第
一
歩
と
な
る
。

・
意
思
決
定
支
援
と
権
利
擁
護

村
田
茂
氏
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
麻
生 

管
理
者
）

要
点
：
認
知
症
高
齢
者
の
人
数
が
約
4
6
2
万

人
（
厚
労
省
推
計
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
者
は
約
17
万
人
、
約
３
・７
％
と
利

用
率
が
低
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
私

た
ち
介
護
職
が
で
き
る
こ
と
は
権
利
擁
護
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
必
要
と
す
る
方
々

に
対
し
て
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

３
日
目
（
１
月
21
日
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
と

　

基
本
を
理
解
す
る

秋
津
克
巳
氏（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見 

施
設
長
）

要
点
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
認
知
症
の
中

核
症
状
と
そ
れ
に
伴
う
行
動
・
心
理
症
状
の
予
防

や
解
決
に
も
役
立
つ
。
認
知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、「
言
語
」
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、「
準
言
語
（
声
の
大
小
・
高
低
・
速
度
、

間
の
取
り
方
、
沈
黙
）」、「
非
言
語
（
表
情 

ア
イ

コ
ン
タ
ク
ト
、行
動
、香
り
、ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
等
）」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
す
る
こ
と
が
大

切
。
認
知
症
の
人
は
何
も
わ
か
ら
な
い
人
で
は
な

い
。
物
忘
れ
は
あ
る
が
、
情
緒
、
感
情
面
で
は
と

て
も
豊
か
な
人
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
再
認
識
し
、

援
助
者
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り

方
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
環
境
を
考
え
る

松
田
昇
氏
（
カ
ー
サ
し
ん
ゆ
り 

管
理
者
）

要
点
：
認
知
症
の
方
は
環
境
か
ら
の
刺
激
に
敏

感
で
影
響
を
受
け
や
す
い
。「
環
境
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
を
受
け
て
い
な
い
か
」
な
ど
を
考
え
て
環
境

を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
認
知
症

介
護
の
目
標
は
「
地
域
に
支
え
ら
れ
、
地
域
を
支

え
る
ケ
ア
」
で
あ
る
。
認
知
症
の
高
齢
者
が
、
そ

の
人
ら
し
く
馴
染
み
の
あ
る
地
域
で
生
活
の
継
続

が
出
来
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
施
設
は
入

所
者
に
と
っ
て
安
心
で
確
実
な
生
活
空
間
で
あ
る

が
、
閉
鎖
的
に
な
り
や
す
い
側
面
も
持
っ
て
い
る
。

施
設
が
地
域
資
源
に
つ
い
て
情
報
を
把
握
し
、
地

域
と
の
相
互
関
係
を
日
常
的
に
築
く
こ
と
に
よ

り
、
認
知
症
の
方
の
生
活
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
が
図
れ
る
よ
う
に
な
る
。

４
日
目
（
１
月
26
日
）

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
ケ
ア
プ
ラ
ン

原
啓
子
氏
（
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ベ
ル
介
護
支
援
専
門
員
）

長
本
節
子
氏（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
横
浜
は
つ
ら
つ 

所
長
）

要
点
：
認
知
症
の
人
の
生
活
全
般
を
支
援
す
る

た
め
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
は
、
I
C
F

（
４
面
用
語
解
説
参
照
）
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
障
害
が
あ
る
か
ら
何
も

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
I
C
F
の
視

点
を
持
っ
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
残
存
能

力
を
活
か
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
の
人
を
良
く
知
る
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

５
日
目
（
１
月
27
日
）

・
家
族
の
理
解
と
高
齢
者
と
の
関
係

秋
津
克
巳
氏（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見 

施
設
長
）

要
点
：
家
族
が
安
心
・
安
定
し
た
生
活
が
で
き

る
こ
と
が
、
入
居
者
の
安
心
と
安
定
し
た
生
活
へ

と
繋
が
る
。
介
護
家
族
が
た
ど
る
４
つ
の
心
理
的

ス
テ
ッ
プ
（
①
と
ま
ど
い
・
否
定
②
混
乱
・
怒
り
・

拒
絶
③
割
り
切
り
ま
た
は
あ
き
ら
め
④
受
容
）
を

踏
ま
え
た
上
で
、
家
族
を
理
解
す
る
た
め
の
視
点

を
養
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
入
居
者
と
家
族
の

関
係
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
家
族
の
心
理
的
な
安

定
や
、
ケ
ア
提
供
者
へ
の
信
頼
に
繋
が
る
。

（１）
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ウ
の
目
タ
カ
の
目

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
最
低
ラ
イ
ン

　
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
・
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
、
１
月

19
～
21
日
、
26
～
27
日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
横
浜
市
内
で
推
進
協
と
し
て
は
初
と
な

る
「
認
知
症
介
護
実
践
研
修
」（
横
浜
市
指
定
）
を
開
催
、
21
名
が
受
講
し
た
。
研
修

は
増
え
続
け
る
認
知
症
高
齢
者
に
対
し
、
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
開
か
れ
た
。
推
進
協
は
今
後
も
認
知
症
介
護
実
践
研
修
を
開
催
し
、
認
知
症
ケ
ア
へ

の
組
織
的
な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
方
針
。
講
義
の
要
点
を
ま
と
め
た
。

初
の
認
知
症
介
護
実
践
研
修
を
開
催

根
拠
に
基
づ
く
理
解
が
質
の
向
上
へ

地
域
と
の
日
常
的
な
繋
が
り
を

○
…
「
で
き
れ
ば
50
％
は
ほ
し
い
ね
」。
介

護
給
付
費
分
科
会
・
介
護
事
業
経
営
調
査
委
員

会
の
閉
会
後
、
あ
る
委
員
が
記
者
の
質
問
に

と
っ
さ
に
答
え
た
。
介
護
事
業
経
営
概
況
調
査

（
概
況
調
査
、
３
年
ご
と
）
の
実
施
が
５
月
に

決
ま
っ
た
。
従
来
と
比
べ
２
カ
月
早
い
。
課
題

の
一
つ
が
有
効
回
答
率
の
ア
ッ
プ
。
上
昇
傾
向

に
あ
る
と
は
言
え
、
前
回
41
・
７
％
、
前
々
回

41
・
４
％
。「
こ
の
数
字
で
経
営
状
況
を
正
確

に
把
握
し
て
い
る
と
言
い
切
れ
る
の
か
」
と
の

批
判
や
疑
念
の
声
が
絶
え
な
い
。

○
…
な
ぜ
、
有
効
回
答
率
が
期
待
ほ
ど
上

が
ら
な
い
の
か
。
現
場
の
声
を
受
け
て
介
護

給
費
分
科
会
や
同
委
員
会
は
厚
労
省
に
対
し

て
「
質
問
が
細
か
く
多
す
ぎ
る
」「
調
査
期
間

が
単
月(

従
来
は
７
月)

で
は
経
営
実
態
を
正

確
に
把
握
で
き
な
い
」「
借
入
金
返
済
の
状
況

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
視
点
も
必
要
だ
」
と

見
直
し
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、「
５
月
実
施
」

「
改
定
後
２
年
分
の
収
支
報
告
」「
長
期
借
入
金

返
済
支
出
の
記
載
」
な
ど
の
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
た
。

○
…
だ
が
、
介
護
現
場
の
反
応
は
概
し
て

鈍
い
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
業
者
は
「
ヘ
ル
パ
ー
探

し
に
毎
日
て
ん
て
こ
舞
い
」「
介
護
報
酬
が
下

が
り
、
経
理
や
会
計
の
専
門
家
に
報
酬
を
払
う

余
裕
が
な
い
」
と
言
う
。
今
回
の
デ
ー
タ
は
介

護
報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
消

費
税
率
再
引
き
上
げ
（
29
年
４
月
予
定
）
の
対

応
に
も
使
わ
れ
る
。
数
字
の
持
つ
意
味
は
大
き

い
の
だ
が
…
。（
楢
）

『本人・家族の

立場に立ったケ

アを』と

語る柳下氏

『リスクを共有

し、実践するこ

とが大切』と述

べる高田氏

『根拠に基づく

理解が必要』と

指摘する小島氏

『本人の心の動

きを知ること』

と語る帆苅氏

施設と地域の相

互関係の強化を

促す松田氏

原氏

長本氏

『権利擁護の情

報発信が必要』

と指摘する村田

氏

『援助者として

のあり方の見直

しを』と述べる

秋津氏

有効回答率
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か
り
や
す
く
教
育

す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
語
っ
た
。

足
立
氏
は
「
高

齢
者
の
生
活
と
そ

の
環
境
」
で
認
知

症
高
齢
者
を
取
り

巻
く
環
境
と
支
援

方
法
に
つ
い
て
講

義
し
、
後
半
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
を
用
い
た
演
習
を
行
な
い
、
利
用
者
視

点
で
課
題
を
評
価
し
解
決
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
た
。

井
手
氏
は
運
営
計
画
書
の
作
成
を
指
導
す
る

に
あ
た
り
、「
施
設
長
以
上
の
施
設
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
思
う
良
い
施
設
と
す
る
た

め
に
、
い
つ
ま
で
に
何
を
ど
う
す
る
か
具
体
的

に
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
頭
を

使
っ
て
、
悩
ん
で
た
め
息
を
つ
い
た
分
、
施
設

は
良
く
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
入
居
者
様
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。3

日
目
の
最
後
に
受
講
者
が
一
人
ず
つ
「
運

営
計
画
」
と
「
ど
の
よ
う
な
施
設
を
作
り
た
い

か
」
に
つ
い
て
発
表
し
、
講
義
の
感
想
や
今
後

の
抱
負
な
ど
を
述
べ
た
。

あ
る
受
講
者
は
「
ど
の
仕
事
に
も
価
値
と
意

味
が
あ
り
、
ケ
ア
は
根
拠
に
基
づ
い
て
す
る
も

の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

ま
た
、「
職
員
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
施
設
。
そ
う
い
う
施
設
な
ら
き
っ
と
入

居
者
様
や
ご
家
族
に
も
満
足
し
て
も
ら
え
る
は

ず
」
と
管
理
者
と
し
て
の
思
い
を
語
っ
た
。

第
５
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

推
進
協
は
２
月
1
～
３
日
、
東
京
の
大
田
区

産
業
プ
ラ
ザ
P
i
O
で
、
27
年
度
最
後
の
第

5
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
45
名
。
池
原
香
氏
（
の
ぞ
み
の
杜
・

施
設
長
）、
秋
津
克
巳
氏
（
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里

鶴
見
・
施
設
長
）、
鈴
木
み
な
子
氏
（
日
本
社

会
事
業
大
学
社
会
事
業
研
究
所
共
同
研
究
員
）、

吉
田
斉ひ
と
し

氏
（
し
ら
と
り
・
介
護
課
長
）、
伊
藤

久
美
氏
（
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
・
フ
ロ
ア
長
）
が
講

義
を
担
当
し
た
。

秋
津
氏
は
「
認
知
症
の
理
解
と
権
利
擁
護
」、

鈴
木
氏
は
「
高
齢
者
の
生
活
と
そ
の
環
境
」、

吉
田
氏
は
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
導
入
の
過
程
」
と

「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
具
体
的
方
法
（
1
日
の
暮

ら
し
）」、
伊
藤
氏
は
「
情
報
の
活
用
と
職
員
の

サ
ポ
ー
ト
及
び
指
導
等
」
と
「
運
営
計
画
演
習
」

に
つ
い
て
講
義
し
た
。

池
原
氏
は
「
介
護
過
程
の
展
開
」
で
自
施
設

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
…
《
新
人
職
員
Ｂ
さ
ん
は
連

日
険
し
い
表
情
で
一
心
不
乱
に
施
設
内
外
を
歩

き
回
る
Ａ
さ
ん
を
日
々
観
察
す
る
中
、
ブ
ツ
ブ

ツ
と
言
葉
に
な
ら
な
い
名
前
の
よ
う
な
単
語
を

発
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
ご
家
族
に

尋
ね
る
も
解
ら
ず
、
苦
し
い
日
々
は
続
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、『
も
し
か
し
た
ら
戦
時
中
に

大
陸
で
亡
く
し
た
子
供
の
こ
と
で
は
…
』
と
、

他
県
か
ら
訪
ね
た
妹
さ
ん
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

そ
こ
で
、
Ａ
さ
ん
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
、
お
人
形
を
置
い
て
み
た
。
当
初
興

味
を
示
さ
な
か
っ
た
A 

さ
ん
だ
っ
た
が
、
仕

舞
い
に
は
わ
が
子
の
よ
う
に
傍
に
置
き
、
笑
顔

の
あ
る
穏
や
か
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
た
と
い

う
。》
…
を
語
っ
た
。
そ
し
て
、「
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
気
付
き
が
い
か
に
重
要
か
、
そ
の
方
に
関

心
を
持
ち
、
入
居
者
様
の
行
動
に
は
ど
ん
な
理

由
や
原
因
が
あ
る
の
か
と
考
え
、
何
を
し
て
さ

し
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
か
ら
行
動

す
る
、
こ
れ
は
一
番
近
く
に
い
る
私
た
ち
介
護

職
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
介
護
の
３
H
（
H
a
n
d
＝

生
活
支
援
技
術
・
H
e
a
r
t
＝
態
度
や
心
・

H
e
a
d
＝
知
識
）
を
し
っ
か
り
使
っ
て
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、
介
護
過
程
を

展
開
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

受
講
者
の
一
人
は
、

「
こ
れ
ま
で
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
に
入
居
者
と

介
護
職
員
が
居
れ
ば
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
だ
と
思
っ

て
い
た
。
そ
う
で
は
な

く
、
ま
ず
は
入
居
者
を

中
心
と
す
る
考
え
や
個

別
ケ
ア
の
考
え
が
あ
っ

て
、
そ
う
い
う
ケ
ア
を

す
る
の
に
適
し
た
施
設

が
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
研
修
で
わ
か
っ

た
」と
感
想
を
述
べ
た
。

（２）

介
護
保
険
委
員
会

28
年
度
介
護
経
営
実
態
調
査
に
向
け
て

推
進
協
は
1
月
13
日
、
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｐ

品
川
で
介
護
保
険
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
会
議
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
介
護
経
営
実

態
調
査
（
27
年
度
決
算
）
に
向
け
て
、
調
査
方

法
、
調
査
項
目
等
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。

出
席
者
は
八
木
秀
富
氏
（
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

条
南
苑
・
理
事
長
）、
広
嶋
稔
之
氏
（
み
ん
な

と
暮
ら
す
町
・
施
設
長
）、
八
木
郁
夫
氏
（
し
ょ

う
じ
ゅ
の
里
三
保
・
副
施
設
長
）、
小
野
裕
司

氏
（
仙
寿
な
ご
み
野
・
事
務
長
）、佐
藤
理
絵
（
事

務
局
）
の
５
人
。

27
年
度
（
26
年
度
決
算
）
経
営
実
態
調
査
は

回
収
率
37
・
３
％
（
25
年
度
は
49
％
、
23
年
度

は
54
％
）
と
低
か
っ
た
が
、「
電
子
メ
ー
ル
で

依
頼
し
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
た
。

28
年
度
（
27
年
度
決
算
）
の
調
査
を
行
う
に

あ
た
り
前
年
対
比
が
必
須
の
た
め
、
郵
送
で

26
年
度
決
算
書
の
提
出
を
依
頼
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

回
収
率
を
あ
げ
る
た
め
に
、
調
査
項
目
に
つ

い
て
も
、
厚
労
省
や
各
都
道
府
県
に
提
出
す
る

書
類
等
と
同
じ
記
述
に
す
る
な
ど
事
務
の
簡
略

化
に
重
点
を
置
い
た
。

27
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
5
月
に
依
頼
文

書
を
郵
送
、
6
月
回
収
、
7
月
中
旬
迄
に
集
計
、

8
月
中
に
報
告
会
開
催
を
目
指
す
。
今
回
、
経

営
実
態
調
査
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
八
木
委
員

は
「
厚
労
省
の
介
護
事
業
経
営
概
況
調
査
（
５

月
実
施
）
に
先
立
っ
て
会
員
施
設
全
般
の
経
営

特
性
を
把
握
し
、
そ
の
情
報
を
会
員
施
設
様
に

提
供
す
る
と
と
も
に
厚
生
労
働
省
等
と
の
協
議

資
料
と
し
た
い
」
と
話
し
た
。

【
26
年
度
決
算
書
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

1
月
末
に
推
進
協
事
務
局
よ
り
調
査
対
象
の

施
設
宛
に
調
査
書
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
2

月
25
日
に
会
議
を
開
催
し
、
調
査
書
の
集
計
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
※
調
査
書
は
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

推
進
協
は
１
月
20
日
～
22
日
、
福
岡
市
の
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
駅
東
ビ
ル
で
、「
第
3
回
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
」
を
開
催
し
た
。
参

加
者
は
21
名
。
井
手
明
利
氏
（
望
洋
の
郷
・
施

設
長
）、
足
立
啓
氏
（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム

工
学
部
教
授
）、
末
次
朋
子
氏
（
洸
寿
園
副
施

設
長
、
認
知
症
介
護
指
導
者
）
が
講
義
を
担
当

し
た
。

末
次
氏
は
「
認
知
症
の
理
解
と
権
利
擁
護
」

で
、
老
人
福
祉
法
第
17
条
の
「
入
所
者
が
そ
の

有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
は
、「
利
用
者

に
は
専
門
職
か
ら
専
門
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
」
さ
ら
に
は
「
利
用
者
が

願
う
生
き
方
や
思
い
を
、
チ
ー
ム
ケ
ア
に
よ
る

専
門
性
を
発
揮
し
て
支
え
る
こ
と
が
使
命
」
と

言
い
換
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
職
員
が
根
拠
に
基

づ
い
た
適
切
な
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
法
律
や
認

知
症
の
発
症
原
因
や
症
状
、
対
応
の
仕
方
を
わ

支
部
便
り

静
岡
支
部

　

研
修
会
の
ご
案
内

岐
阜
支
部

 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
開
催

『
認
知
症
高
齢
者
へ
の
具
体
的
な
環

境
づ
く
り
の
手
法
（
P
E
A
P
）

を
学
ぶ
！
身
に
つ
け
る
!!
』

静
岡
支
部
（
花
木
君
子
支
部
長
）
で
は
、
定

例
の
研
修
会
と
し
て
、
静
岡
県
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
連
絡
会
と
の
共
催
で
『
高
齢
者
の
生
活

と
そ
の
環
境
の
改
善
』
の
研
修
を
左
記
の
日
程

で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
28
年
2
月
25
日
（
木
）

　

   

13
時
30
分
～
16
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

【
場
所
】
静
岡
市
東
部
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
清
水
テ
ル
サ
」６
階　

研
修
室（
大
）

【
研
修
内
容
】 「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
環
境
支
援

の
た
め
の
指
針（
P
E
A
P
）」を
学
び
、ユ
ニ
ッ

２
月
４
日
、
岐
阜
支
部
（
上
田
範
子
支
部
長
）

は
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
田
伏
清
氏
（
全
国

支
部
長
会
代
表
）
を
招
い
て
、
今
後
の
事
業

計
画
を
検
討
お
よ
び
会
員
相
互
の
情
報
交
換
を

目
的
と
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催
し

た
。
来
年
の
第
11
回
全
国
研
修
大
会
の
開
催
地

に
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。
会
場
は

岐
阜
市
、
3
月
の
理
事
会
に
て
承
認
を
得
る
予

定
。協

議
会
理
事
で
前
岐
阜
支
部
長
の
安
江
紀
子

氏
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
普
及
や
職
員
の
資

質
向
上
に
向
け
た
実
践
を
岐
阜
か
ら
発
信
す
る

意
義
を
語
り
、
開
催
に
協
力
を
求
め
た
。

現
在
、
認
知
症
に
は
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
認
知
症
は
原
因
に
よ
っ
て
い
く

つ
か
の
種
類
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

ず
、
代
表
的
な
認
知
症
と
い
え
ば
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
脳
に
ア

ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
ー
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が
た

ま
り
正
常
な
神
経
細
胞
が
壊
れ
、
脳
萎
縮
が
起

こ
る
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
お
り
、
認
知
症

全
体
の
50
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
脳
血
管
性
認
知
症
と
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
で
、
こ
れ
ら
を
三
大
認
知
症
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
こ
の
三
大
認
知

症
に
前
頭
側
頭
型
認
知
症
を
加
え
、
四
大
認
知

症
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
で
は
主
に
体
験

自
体
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
現
在
と
過
去
の

区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
り
、
や
が
て
言
葉
の

意
味
も
失
わ
れ
、
話
が
通
じ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

脳
血
管
性
認
知
症
は
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な

ど
、
脳
の
血
管
障
害
に
よ
っ
て
お
こ
る
認
知
症

で
す
。
主
な
原
因
は
生
活
習
慣
が
引
き
起
こ
す

と
さ
れ
て
お
り
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿

病
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
進
行
は
階
段
状
に
進
行
す
る
と
も
言

わ
れ
、
意
欲
の
低
下
、
不
眠
や
不
穏
が
め
だ
ち

ま
す
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
レ
ビ
ー
小
体
（
異

常
な
た
ん
ぱ
く
質
の
か
た
ま
り
）
が
大
脳
皮
質

に
出
現
す
る
こ
と
で
起
こ
る
認
知
症
で
す
。
初

期
症
状
に
は
「
幻
視
」
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
進
行
す
る
と
、
歩
き
に
く
く
な
っ
た
り
、

転
び
や
す
く
な
る
な
ど
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状

が
現
れ
ま
す
。

前
頭
側
頭
型
認
知
症
は
、
前
頭
葉
と
側
頭
葉

を
中
心
に
萎
縮
が
お
こ
る
認
知
症
で
、
代
表
的

な
も
の
が
ピ
ッ
ク
病
で
す
。
人
格
や
性
格
が
極

端
に
変
わ
っ
た
り
、
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
同

じ
行
動
を
繰
り
返
し
た
り
な
ど
の
症
状
が
み
ら

れ
ま
す
。

四
大
認
知
症
の
他
に
、
正
常
圧
水
頭
症
、
甲

状
腺
機
能
低
下
症
、
慢
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
に

よ
る
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
（
認
知
症
介
護
指
導
者　

秋
津
克
巳
）

連
載　

第
２
回

認
知
症

　

あ
れ
こ
れ

認
知
症
の
種
類

末次氏 足立氏 井手氏

ワーキンググループ会議

調
査
の
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
八
木
委
員

ト
型
施
設
を
活
か
し
た
生
活
環
境
作
り
に
結
び

つ
け
る
。

【
講
師
】  

日
本
社
会
事
業
大
学
大
学
院
特
任
教

授
・
工
学
博
士　

児
玉
桂
子 

氏

【
対
象
】
高
齢
者
の
環
境
づ
く
り
に
興
味
関
心

の
あ
る
人

【
定
員
】
90
名
（
申
込
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
方
法
】
F
A
X
又
は
メ
ー
ル
で
受
講
希

望
者
全
員
の
氏
名
・
所
属
団
体
名
・
職
業
（
役

職
名
）・
代
表
連
絡
先
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
又

は
F
A
X
番
号
）
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
レ
ジ
デ
ン
ス
花　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
：
林　

肇
裕

　

T
E
L
：
0
5
4
（
3
4
3
）
2
1
2
1

　

F
A
X
：
0
5
4
（
3
9
6
）
3
9
1
1

　

メ
ー
ル
：hanazono@

yr.tnc.ne.jp

鈴木氏吉田氏伊藤氏 秋津氏 池原氏

上
）
右
か
ら
上
田
氏
、
田
伏
氏
、
安
江
氏

下
）
全
国
大
会
の
県
内
開
催
に
名
乗
り
を

　
　
上
げ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
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【
施
設
の
紹
介
】

社
会
福
祉
法
人
天
寿
会
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
天
寿
荘
（
諸
隈
正

剛
理
事
長
・
諸
隈
博
子
施
設
長
）

は
、
昭
和
53
年
４
月
に
開
設
し
ま

し
た
。
以
後
、
佐
賀
で
初
と
な
る

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
開
始
。
平
成
27
年
９
月

に
は
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
と

し
て
国
道
沿
い
の
角
地
に
移
転

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

施
設
の
あ
る
佐
賀
県
多
久
市
は

歴
史
と
文
化
の
町
、「
孔
子
の
里
」

と
し
て
知
ら
れ
、
天
山
（
佐
賀
県

立
自
然
公
園
）
を
北
に
望
む
豊
か

な
自
然
の
な
か
に
あ
り
、
自
然
・

歴
史
・
文
化
を
満
喫
す
る
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

新
築
移
転
に
関
し
、
心
を
配
っ

た
事
は
ま
ず
、
１
フ
ロ
ア
に
偶
数

ユ
ニ
ッ
ト
の
配
置
で
、
隣
り
合
う

ユ
ニ
ッ
ト
間
の
壁
を
な
く
す
こ
と

で
し
た
。
完
全
に
独
立
し
た
閉
鎖

的
な
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
利
用
者
に
対

す
る
リ
ス
ク
と
職
員
の
ス
ト
レ
ス

が
大
き
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

夜
間
は
２
ユ
ニ
ッ
ト
を
１
人

の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
介
護
す
る
た

め
、
両
ユ
ニ
ッ
ト
の
介
護
職
員
が

共
同
で
利
用
す
る
部
屋
を
造
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
隣
り
合
う

入
居
者
の
状
態
を
職
員
が
自
然
と

知
る
様
に
な
り
、
リ
ス
ク
と
ス
ト

レ
ス
軽
減
が
で
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

次
に
、
厨
房
は
オ
ー
ル
電
化
に

し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
（
集
中
料
理
）

方
式
、
調
理
は
チ
ル
ド
方
式
（
0

～
3
℃
の
チ
ル
ド
状
態
で
盛
り
付

け
を
行
い
、
盛
り
付
け
た
状
態
で

再
加
熱
を
行
う
）
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
セ
ン
ト
ラ
ル

厨
房
の
職
員
は
休
日
を
取
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

●
リ
フ
ト
を
積
極
的
に
導
入

リ
フ
ト
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こ
と
で
職
員
の
腰
痛
の
問
題
を

解
消
し
ま
し
た
。
リ
フ
ト
は
１
ユ

ニ
ッ
ト
に
１
台
ず
つ
設
置
し
て
お

り
、
施
設
全
体
で
リ
フ
ト
10
台
、

ネ
ッ
ト
55
枚
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
ネ
ッ
ト
を
敷
き
一
人
で
も
介

助
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
を
選
ぶ
時
に
は
痛
く
な
く

安
全
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し

た
。リ

フ
ト
の
導
入
に
よ
り
職
員
の

腰
痛
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
入
居

者
の
方
の
「
落
と
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
不
安
や
「
重
く

て
悪
い
な
」
と
い
う
遠
慮
も
解
消

さ
れ
ま
し
た
。
リ
フ
ト
導
入
ま
で

に
は
家
族
会
で
も
家
族
に
リ
フ
ト

を
体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
安
全

性
を
確
か
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

入
浴
時
も
リ
フ
ト
を
使
用
し
て
い

ま
す
。

●
一
歩
進
ん
だ
排
泄
支
援

最
後
ま
で
自
分
で
ト
イ
レ
に

行
き
た
い
と
思
う
の
は
誰
し
も
が

願
う
事
だ
と
思
い
ま
す
。
入
居
者

の
尊
厳
を
守
っ
た
排
泄
支
援
を
す

る
た
め
、
ト
イ
レ
に
行
け
な
い
利

用
者
の
ベ
ッ
ド
横
に
は
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
機
能
の
つ
い
た
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
入
居
者
の
自
立
支
援

と
職
員
の
排
泄
介
助
に
か
か
る

時
間
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
天
寿
荘
で
は
全
室
に
ト
イ
レ

用
配
管
を
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
の
で

ト
イ
レ
を
移
動
す
る
だ
け
で
、
ど

の
居
室
で
も
対
応
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
国
連
へ
の
送
金
額
2
0
0
0
万

季
節
に
よ
っ
て
催
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
5
月
の
「
み
ど
り
一

本
バ
ザ
ー
」
は
、
地
域
の
人
々
の

ご
協
力
ご
支
援
を
受
け
て
、
毎

回
、
収
益
金
を
国
際
連
合
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
に
送
金
し
て
い

ま
す
。
昭
和
57
年
か
ら
は
じ
ま
っ

た
こ
の
運
動
に
よ
る
送
金
総
額
は

１
９
７
２
万
（
2
0
1
5
年
5
月

現
在
）
を
超
え
、
地
球
規
模
で
窮

地
に
あ
る
人
々
の
救
済
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て

活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
入
居

者
の
方
に
は
、
そ
の
人
ら
し
く
安

心
し
て
心
地
よ
く
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
方
に
は
年
齢

を
問
わ
ず
施
設
へ
来
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
夏

休
み
の
宿
題
を
高
齢
者
が
お
手
伝

い
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（3）

竹の塚翔裕園では、毎年 10 月 1 日を「翔裕園の日」と称
して、隣接する障害者施設のご利用者や地域の子供たちなど
多数の方と入居者との交流会を開催しています。

また、職員同士が協力し、各イベントに力を入れています！
夏の暑気払いでは、施設の屋上がビアガーデンに早変わりし、
バーベキューに舌鼓を打ちました。冬は鍋パーティー忘年会。
イベントを通して、意外な職員の料理上手が判明することも
…（笑）。

また、介護職員の身体は本人にとってだけでなく、施設に
とっても大切な資本！そこで、無理をしない介護を目指し、
福祉用具を全面導入。また、休憩時間には職員専用マッサー
ジ機でゆったりとリフレッシュしてもらっています！

　　　　　　　　　　　　　（副施設長代理：永尾　光治）

岐南仙寿うれし野では、年末ではなく、年初めに今年の漢
字を決定します。入居者、ショートの利用者、家族、職員か
ら今年一年の思いを込めた漢字一文字を理由と共に記入して
投票をいただきます。今年４度目の開催となる書初めで選ば
れた漢字は【進】。開設 10 周年を迎える今年、新たな気持ち
で進んでいきたいという願いを込め、施設長による書初めが
保育園児、入居者、職員注目の中、披露されました。

また、以前よりあった “ うれし野神宮 ” をリニューアル！
　宮大工である職員のお父様に依頼した立派なお宮さん。ど
んな願いも叶えていただけそうで、「絵馬」もたくさん奉納さ
れました。傍らには盆梅が飾られ、年初めのうれし野は、ホー
ルに咲き誇る満開の梅と華やかな香りに包まれました。

　　　　　　　　　　　　　　   （支援主任：石原 規章）

アットホーム諸岡では、入居者様のサービスの向上はもち
ろん、地域との連携にも力を入れ、取り組んでおります。取
り組み内容のひとつとして、今回は朝の挨拶運動についてご
紹介します。

小学校の通学路に面した立地条件を活かし、気候の良い時
期に入居者様と共に朝の挨拶運動を行っております。何より
も小学生を見送る入居者様の表情が優しく、“ 親心 ” で見送
られる様子が印象的です。また、地域の自治会の方々も通学
の見守りをされており、地域全体で子供達を見守っておりま
す。挨拶運動を通じ、笑顔で手を振り合い、「今度の夏祭りは
いつ？」などと気軽に尋ねられる関係性につながっています。
その甲斐もあってか、夏祭りには大勢の方が来客され賑わっ
ています。今後とも入居者様と共に、地域を支え、支えられ
る施設を目指し取り組んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　（施設長：坂田　龍児）

Vol.105 佐賀県

〒 846-0002 佐賀県多久市北多久町大字小侍 640 番地の１　TEL.0952-74-3100　FAX：0952-74-3137
【特養】１０ユニット　９７床（内ショート２０床）

社会福祉法人　長寿村
特別養護老人ホーム竹の塚翔裕園

（東京都）
施設長：枦山宏二

社会福祉法人　登豊会
特別養護老人ホーム岐南仙寿うれし野

（岐阜県）
施設長：近石千恵美

～地域のニーズにこたえた一歩先を目指した施設作り～

交流会「翔裕園の日」

＆

福祉用具全面導入

地域の子どもたちとふれ
あい。年の差、96！

夜空を眺めながらの
ビアガーデンは最高です。

休憩時間には
体をリフレッシュ！福祉用具活用で

抱えない介護を目指してます！

社会福祉法人 天寿会
特別養護老人ホーム天寿荘

入居者様と一緒に

朝の挨拶運動 年初めはやっぱり！

今年の漢字と

うれし野神宮詣

顔馴染みの関係性へ

地域の方と一緒に盆踊り 地域の方も大勢参加
梅の香が春の近づきを
感じさせてくれます

参加者全員が
筆の運びに注目！ 「今年の漢字は【進】です」

”いつまでも綺麗で
     いられますように…”

朝の挨拶運動！

自治会長と共に
子供達を見守ります

挨拶運動を通じて夏祭りも地域に浸透！

社会福祉法人 敬愛園
介護老人福祉施設 アットホーム諸岡

（福岡県）
施設長：坂田龍児

天寿荘外観

諸隈博子施設長 ベッド横に設置された
ポータブルトイレ

リフトの導入により
職員の腰痛問題が解消

国連からの感謝状

ユニット図面（１Ｆ）

①
ユ
ニ
ッ
ト
は
壁
で
は
な
く
、
扉

で
仕
切
ら
れ
て
い
る
の
で
隣
り
合

う
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
行
き
来
が
で
き

る
。

②
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
は
2
ユ
ニ
ッ

ト
の
介
護
職
員
共
有
ル
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。

【施設長から】
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
〝
１
億
総
活
躍
元
年
〟
塩
崎
厚
労

相(

１
月
４
日)

塩
崎
厚
労
相
は
年
頭
記
者
会
見
で
「
一
億
総

活
躍
元
年
の
幕
上
げ
で
あ
り
、〝
３
本
の
矢
〟
の

い
ず
れ
も
厚
労
省
が
責
任
を
持
つ
施
策
で
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

■
処
遇
改
善
調
査
協
力
を
再
要
請

（
１
月
７
日
）

厚
労
省
は
都
道
府
県
な
ど
を
通
じ
て
介
護
職

員
処
遇
改
善
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
へ

の
協
力
を
再
要
請
し
た
。
回
収
率
が
低
い
た
め
。

■
介
護
シ
ゴ
ト
懇
談
会
が
初
会
合

（
１
月
12
日
）

介
護
人
材
不
足
の
改
善
や
介
護
現
場
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
化
な
ど
に
つ
い
て
有
識
者
が
話
し
合
う

「
介
護
の
シ
ゴ
ト
魅
力
向
上
懇
談
会
」
の
第
１
回

会
合
が
開
か
れ
た
。

■
介
護
人
材
不
足
25
万
人
（
１
月
12

日
）厚労

省
は
２
０
２
０
年
代
初
頭
の
介
護
職
員

不
足
数
を
25
万
人
（
5
万
人
上
乗
せ
）
と
推
計
し

た
。「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
に
向
け
て
12
万
人
分
以

上
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
積
み
し
て
整
備
す
る
政

府
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
新
た
に
約
５
万
人
の

介
護
人
材
が
必
要
と
な
る
─
と
し
て
い
る
。

■
倒
産
76
件　

過
去
最
多
（
1
月
13

日
）東京

リ
サ
ー
チ
に
よ
る
と
、
介
護
事
業
者
の

27
年
倒
産
件
数
は
76
件
（
前
年
比
4
件
増
）
で
介

護
保
険
制
度
創
設
以
降
、
最
多
。
比
較
的
規
模
が

小
さ
く
経
験
の
浅
い
事
業
者
が
多
か
っ
た
。
ま
た

介
護
報
酬
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
倒
産
が
目
立
っ
た
。

■
介
護
休
業
の
分
割
取
得
可
へ
（
1

月
13
日
）

塩
崎
厚
労
相
は
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
の
一
環

と
し
て
労
働
政
策
審
議
会
に
雇
用
保
険
法
等
一
部

改
正
案
の
要
綱
を
諮
問
し
た
。
要
点
は
▽
介
護
休

業
の
分
割
取
得
を
新
設
し
、
介
護
対
象
家
族
1
人

に
つ
い
て
３
回
ま
で
、
計
93
回
ま
で
の
取
得
を
可

能
と
す
る
▽
労
働
者
が
請
求
し
た
場
合
、
事
業
主

は
所
定
労
働
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
▽
1
日
の
所
定
労
働
時
間
が
４
時
間
超
の
労

働
者
の
場
合
、
半
日
単
位
の
取
得
を
可
能
と
す
る

▽
介
護
休
業
給
付
金
を
賃
金
の
40
％
か
ら
67
％
に

引
き
上
げ
る
─
な
ど
。

■
〝
聖
域
で
は
な
い
〝
首
相
答
弁
（
１

月
13
日
）

安
倍
首
相
は
軽
減
税
率
の
財
源
に
関
す
る
国

会
質
問
に
対
し
て「
社
会
保
障
費
の
充
実
分
を（
軽

減
税
率
の
財
源
に
）
回
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
社
会
保
障
費
を
聖
域
化
せ
ず
、
効
率
化
を
図

る
」
と
答
弁
し
た
。

■
療
養
型
で
２
類
型
創
設
へ
（
１
月

15
日
）

第
７
回
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検

討
会
は
、
介
護
療
養
病
床
と
医
療
療
養
病
床
（
25

対
１
）
の
廃
止
に
伴
い
、
新
た
な
転
換
先
と
し
て

「
医
療
内
包
型
」（
一
体
型
、
２
タ
イ
プ
）
と
「
医

療
外
付
け
型
」（
併
設
型
）
を
創
設
す
る
案
を
了

承
し
た
。
今
後
、
医
療
部
会
や
介
護
保
険
部
会
な

ど
で
審
議
し
、
厚
労
省
は
29
年
の
通
常
国
会
に
関

連
法
改
正
案
を
提
出
す
る
＝
1
0
7
号
参
照
。

■
介
護
段
位
制
度
見
直
し
素
案
（
1

月
18
日
）

第
８
回
介
護
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
キ
ャ
リ

ア
段
位
検
討
会
は
、
現
場
職
員
の
負
担
軽
減
の
た

め
評
価
方
法
を
簡
便
に
す
る
─
な
ど
を
柱
と
す
る

報
告
書
案
の
素
案
を
大
筋
で
了
承
し
た
。
チ
ェ
ッ

ク
項
目
を
再
興
し
、
記
録
を
省
略
し
て
簡
素
化
を

目
指
す
。

■
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
体
制
強
化

（
１
月
19
日
）

厚
労
省
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

運
営
指
導
要
綱
を
改
正
し
、
市
町
村
に
同
セ
ン

タ
ー
の
体
制
整
備
を
強
化
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

■
ケ
ア
マ
ネ
合
格
率　

15
・
６
％(

１

月
19
日)

厚
労
省
に
よ
る
と
、
27
年
度
介
護
支
援
専
門

員
試
験
の
合
格
者
は
２
万
９
２
５
人
、
合
格
率
は

15
・
６
％
で
過
去
３
番
目
に
低
い
水
準
。

■
補
正
予
算
が
成
立
（
1
月
20
日
）

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
な
ど
を
目
指
す

平
成
27
年
度
補
正
予
算
案
（
約
３
・
３
兆
円
）
が

参
議
院
で
可
決
・
成
立
し
た
＝
1
0
7
号
参
照
。

■
在
宅
で
賛
否
両
論
（
１
月
21
日
）

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

に
基
づ
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
３
カ
国
の
外
国
人

介
護
福
祉
士
候
補
者
に
つ
い
て
、
現
行
で
は
特
養

や
老
健
、
介
護
療
養
病
床
、
同
施
設
と
一
体
運
営

さ
れ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
限
定
さ
れ
て

い
る
受
け
入
れ
を
拡
大
す
べ
き
か
ど
う
か
協
議
し

た
。総
論
的
に
は
拡
大
す
る
意
見
が
多
か
っ
た
が
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
賛
否
が
分
か
れ
た
。ま
た「
原

則
、１
施
設
２
名
以
上
」
と
す
る
規
制
の
緩
和
（
１

名
で
も
可
）
を
求
め
る
意
見
が
出
た
。

■
概
況
調
査　

５
月
実
施(

１
月
25

日)介
護
給
付
費
分
科
会
の
第
16
回
介
護
事
業
経

営
調
査
委
員
会
は
、
28
年
度
介
護
事
業
経
営
概
況

調
査
（
概
況
調
査
）
の
実
施
計
画
な
ど
了
承
し
、

分
科
会
に
報
告
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
概
況
調
査

の
ポ
イ
ン
ト
▽
次
期
の
介
護
保
険
制
度
改
正
及
び

介
護
報
酬
改
定
の
基
礎
資
料
と
消
費
増
税
対
応
の

デ
ー
タ
を
得
る
▽
28
年
５
月
実
施
（
26
年
度
及
び

27
年
度
決
算
額
の
２
年
分
、
回
答
期
限
５
月
31
日

消
印
有
効
）、
公
表
は
12
月
の
予
定
▽
「
国
庫
補

助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額
」
は
収
益
か
ら
費
用

（
控
除
額
）
へ
移
行
▽
新
た
に
「
設
備
資
金
借
入

金
元
金
償
還
金
支
出
」
と
「
長
期
運
営
資
金
借
入

金
元
金
償
還
支
出
」
の
記
入
を
求
め
る
─
な
ど
。

ま
た
消
費
税
負
担
の
現
状
に
つ
い
て
事
前
に
照
会

し
、「
意
見
あ
り
」
と
回
答
し
た
団
体
か
ら
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
（
３
月
を
予
定
）
す
る
。

■
「
療
養
病
床
の
在
り
方
」
整
理
案

（
１
月
28
日
）

介
護
療
養
型
病
床
と
医
療
療
養
病
床
（
25
対

1
）
の
廃
止
・
転
換
の
方
向
性
を
論
議
し
て
き

た
「
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
検
討
会
」

は
整
理
案
を
発
表
し
た
。
設
置
期
限
の
29
年
度
末

ま
で
に
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
医
療
提
供
施
設
の

「
医
療
内
包
型
」（
要
介
護
の
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
２

タ
イ
プ
）
と
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
医
療
機
関
を
併
設

す
る
「
医
療
外
付
型
」
の
２
つ
の
型
（
３
タ
イ
プ
）

を
示
し
た
。
今
後
、
医
療
部
会
や
介
護
保
険
部
会

な
ど
で
審
議
し
、
厚
労
省
は
29
年
の
通
常
国
会
に

関
連
法
改
正
案
を
提
出
す
る
方
針
＝
1
０
７
号
参

照
。■

処
遇
改
善
を
１
億
プ
ラ
ン
の
柱
に

（
１
月
29
日
）

一
億
人
総
活
躍
国
民
会
議
で
安
倍
首
相
は
５

月
を
め
ど
に
ま
と
め
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
人
総
活

躍
プ
ラ
ン
」
の
骨
格
の
一
つ
に
保
育
士
と
介
護
職

の
処
遇
改
善
を
盛
り
込
む
意
向
を
表
明
し
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！ 

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
上
司
の
指
示
に
従
わ
な
い
中
堅
職
員

【
今
月
の
相
談
内
容
】

中
堅
職
員
が
上
司
の
指
示
に
従
わ
ず
、
我
流

で
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
現
場

が
混
乱
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
指
導
を

行
っ
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

【
回
答
】

作
業
方
法
を
含
め
、
仕
事
内
容
の
決
定
権
は

使
用
者
に
あ
り
ま
す
。
指
示
に
従
わ
な
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
程
度
に
よ
っ
て
は
懲
戒
処
分
を
行

う
こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
抽
象
的
な
指
示
に
よ
っ
て
混
乱
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
方
法
で
業
務
を
遂
行
す
る
の

か
を
確
認
す
る
と
同
時
に
、
具
体
的
な
目
的
や

ゴ
ー
ル
水
準
等
を
伝
え
て
指
示
内
容
の
認
識
を

合
わ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

使
用
者
の
方
針
に
従
わ
ず
に
我
流
で
業
務
を

遂
行
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
注
意
を
し

て
改
善
を
促
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
、
我
流
を
続
け
、
か
つ
度
重
な
る
指
導
に

よ
っ
て
も
改
善
が
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
け

ん
責
等
の
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い

く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
自
分
の
や
り
方
を
押
し
通
そ
う
と

反
論
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
場
合
、
面
談
等
に
よ
っ
て
本
人
の
言
い
分
を

聞
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
利
用
者
様
目

線
の
発
想
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
指
導
を
行
う
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
最
初
か
ら
指
導
に

従
わ
な
い
職
員
を
排
斥
す
る
態
度
は
取
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
上
司
等
か
ら
の

指
示
が
抽
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
よ
く
分
か

ら
な
い
状
態
の
ま
ま
、
自
分
で
模
索
し
て
取
り

組
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
招
い
た
背
景
を
紐
解
い
て

み
る
と
、
そ
も
そ
も
、
経
営
者
と
職
員
と
の
間

に
認
識
の
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

ぜ
、
そ
う
し
た
業
務
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
そ

し
て
そ
の
業
務
を
遂
行
す
る
先
に
は
ど
う
い
っ

た
ゴ
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た

こ
と
が
、
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
会
員
様
専
用
ペ
ー
ジ
に
様
式
「
面

談
書
」
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
面
談
後
は
、
面

談
に
よ
り
改
善
指
示
し
た
事
項
等
を
記
録
に
よ

り
、
双
方
が
保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
場
合
に
お
い
て
も
こ

の
記
録
は
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
　

      （
監
事
・
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
） 

【
用
語
解
説
】
I
C
F
っ
て
？

人
間
の
生
活
機
能
と
障
害
の
分
類
法
で
あ

る
国
際
生
活
機
能
分
類
（
I
C
F
）
は
、
国
際

障
害
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｈ
、１
９
８
０
年
採
択
）

と
い
う
考
え
方
に
対
し
、
２
０
０
１
年
に
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、I
C
I
D
H
の「
マ

イ
ナ
ス
を
重
視
す
る
」
か
ら
I
C
F
の
「
プ

ラ
ス
を
重
視
す
る
」
と
い
う
視
点
の
転

換
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

I
C
I
D
H
で
は
、
例
え
ば
足
の
麻

痺
と
い
う
障
害
が
あ
っ
た
場
合
、
歩
行

困
難
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
を
重
視
し
、

転
倒
防
止
に
努
め
る
と
い
っ
た
考
え
方

に
な
り
ま
す
。

I
C
F
で
は
〝
障
害
は
「
社
会
環
境

に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
っ

て
、
社
会
環
境
を
変
え
る
こ
と
で
、
障

害
に
は
な
ら
な
い
〟
と
す
る
視
点
か
ら
、

足
の
麻
痺
は
あ
る
が
、
手
は
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
、
車
い
す
で
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
を
重

視
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

本
人
を
取
り
巻
く
人
的
・
物
的
環
境

を
整
え
、
本
人
の
主
体
性
・
主
観
性
（
＝

気
持
ち
）
に
配
慮
し
、
マ
イ
ナ
ス
面
よ

り
も
プ
ラ
ス
面
を
見
な
が
ら
「
心
身
機

能
」
だ
け
で
な
く
、「
活

動
」「
参
加
」
に
着
眼

す
る
と
い
う
視
点
に
基

づ
い
た
支
援
の
考
え
方

と
言
え
ま
す
。

１
月
１
日
～
1
月
31
日

初
の
認
知
症
介
護
実
践
研
修
を
開
催

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
後
の
予
定

【
支
部
の
活
動
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
】

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
支
部

で
の
活
動
予
定
や
活
動
実
績
等
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
5
日
ま
で
に
お
送
り
い

た
だ
い
た
情
報
は
そ
の
月
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
施
設
で
の
活
動
記
事
募
集
中
】

施
設
で
の
取
組
み
や
行
事
等
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
0
4
5
（
9
2
1
）
0
4
6
2

　

info@
suishinkyo.net　

事
務
局
山
崎
ま
で
。

推
進
協
ニ
ュ
ー
ス
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、

推
進
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://suishinkyo.

net

）
よ
り
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ICIDH（International Classification of Impairments, Disabilities and Handicaps・国際障害分類）
ICF（International Classification of Functioning, Disability and Health・国際生活機能分類）

□
３
月
８
日
（
火
）
13
時
半
～
16
時
半

　
推
進
事
業
合
同
会
議
（
品
川
区
き
ゅ
り
あ
ん
）

□
３
月
15
日
（
火
）
14
時
～
16
時

27
年
度
第
３
回
理
事
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）

□
５
月
17
日
（
火
）

　

新
規
実
地
研
修
施
設
募
集
説
明
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）

□
５
月
18
（
水
）
～
19
日
（
木
）

　

指
導
者
勉
強
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）

□
６
月
２
日
（
木
）

　

第
11
回
社
員
総
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）

28
年
度
第
１
回
理
事
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）

□
６
月
３
日
（
金
）

　

実
地
研
修
施
設
勉
強
会
（
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
）


